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を毎日行えるので、しっかりとした評価もで
きるし、ぐっと調子を上げていけるというこ
とと、回復期を過ぎると、次の段階をコーデ
ィネートさせてもらえることもあって、それ
はすごくやりがいがありました。でも、その
後も良くなるし、その後にもその人には人生
があるから、やるからには長く関わりたい。
あとは、もっと一緒にしていく仲間がほしい。
まずはクリニックの中で、理学療法士さんだ
って高次脳機能障害の方を診られていいと思
うんですよ。別に評価をしてくれということで
はなくて、この人は高次脳機能障害の人だか
ら、例えば歩行のときにこういうことに気を付
けてあげたらいいとか。そこに思いが行くのと
行かないのとで雲泥の差がある。高次脳機能
障害だけじゃなくて認知症もそうだし、高齢
の方も一緒だと思うんです。みんな人なので。
多くの方が人生の先輩なので、そこは敬意を
持って、否定はしたくないと思っています。
自分がおばあちゃんになったときに自分より
若い医者から「おばあちゃん」とか言われた
ら、「あんた、私の孫ちゃう」みたいに感じる
ところがあるじゃないですか。患者さんだか
らということではなくて、やはり人と人との
付き合いなので。親しき仲にも礼儀ありと、
そこは気をつけているつもりです。
私がおさだファミリークリニックに来てから、
クリニックの外の看板に「高次脳機能障害外
来」と入れてもらいました。1人でも多くの
方に、別に重度でなくても書類を書いてほし
いというだけでもいいので、何かのときに思
い出してもらえたらそれでいいかなと思って
います。とはいえ、普通の住宅地の中のクリ
ニックなので、血圧や糖尿の患者さんの方が
多いですし、そういう人たちもやはり同じく
らい大事にしたい。専門クリニックではない

ので、どこまでできるかわからないですけど、
紹介や情報をもらったら何かしたくなるじゃ
ないですか。そういう中で、またあれこれ首
をつっこみつつ、診療していこうと思います。

最終目標は患者会？
まだ、何の目途も立っていないんですけれど
も、患者さんが増えてきたら、同じように抱
えている悩みや、逆に、「こんな楽しいことが
あるよ」というのを共有できるような患者会
ができたらいいなと思っています。
というのも、京都にいたときに失語症の患者
の会があって、その人たちに助けてもらった
ことがあります。当時、若い30代の失語の患
者さんを診ていたのですが、麻痺もあって、
患者さん自身がすごく落ち込んでいました。
どんなに親身になって私が対応したとしても、
同じ経験をした人からの対応があるのとは違
います。回復期を経過して生活をしていた失
語症の人が通院に来ていたので、「ちょっと会
ってくれへん」と頼んで、そこからまた話が
盛り上がってきたのを見て、支え合えるとい
うのはすごく大事なことなんだなと思いまし
た。悩みを打ち明けるだけではなくて、その
悩みが人を助けることもある。家族だけで頑
張らなくていいので、患者会をニコニコしな
がら見ていたいというのが最終目標です。

佐藤有美（さとう・ゆみ）
おさだファミリークリニック 医師
京都の病院でずっと教えを乞うていた神経内科の医師よ
り高次脳機能障害の方の支援について刺激を受ける。そ
の後、滋賀県東近江市の神埼中央病院で回復期リハビリ
テーション病棟の専門医をし、現在は近江八幡市にある
おさだファミリークリニックで活躍中。

第２節　盲ろうの人と楽しむ芸術鑑賞会

（１）盲ろうについて
盲ろう者とは、目（視覚）と耳（聴覚）の両方に障害のある人のことです。
障害の程度は各々に異なっており、大きく次の4つに分けられます。

全盲ろう　………………　全く見えなくて、全く聞こえない人
全盲難聴　………………　全く見えなくて、少し聞こえる人
弱視ろう　………………　少し見えて、全く聞こえない人
弱視難聴　………………　少し見えて、少し聞こえる人

盲ろう者のコミュニケーション方法には、点字（ブリスタ｟※点字用タイプライター｠・
指点字）、手話（接近手話・触読手話）、指文字（日本語式・ローマ字式）、筆記、手の
ひら書き、音声などがあります。障害の程度や発現時期（視覚障害が先に発現したか、
聴覚障害が先に発現したか）、生活環境によりコミュニケーション方法が異なります。
例えば視覚障害が先に現れた方のコミュニケーション方法は音声や点字です。聴覚障害
が先に現れた方のコミュニケーション方法は手話や筆記であるなどの違いがあります。
（神奈川県聴覚障害者福祉センターHPより引用）

（２）鑑賞会の概要
NO-MA企画展「ボーダレス・エリア近江八幡芸術祭『ちかくのたび』」を会場に、
盲ろうの人、また、ともに芸術を楽しみたい人が集う芸術鑑賞会を開催ました。

「盲ろうの人と楽しむ芸術鑑賞会」
日時：10月18日(金) 13:00～15:00　会場：奥村家住宅、まちや倶楽部
参加者：29人（うち当事者6人）

鑑賞会は前半と後半の二部構成で行いました。前半は、展示会場である奥村家住宅で
木彫作品を触って鑑賞し、NO-MA学芸員が作品解説をしました。後半は、まちや倶
楽部に移動し、紙粘土や身近な素材を使って作品制作をしました。作品制作のテーマ
は、鑑賞して印象に残ったものや事前に考えてきたもの等様々で、自由に制作しまし
た。制作した作品を参加者同士で鑑賞し、感想を交換し合った後、アンケートに答え
ていただき、鑑賞会を終了しました。
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「NPO法人しが盲ろう者友の会」へ協力依頼

しが盲ろう者友の会の生活訓練「たっち」見学

当事者、支援者からのヒアリング、普段の活動の様子
を知るため、しが盲ろう者友の会の日中活動の場「た
っち」（近江八幡市安土町）を訪問。盲ろうの方が主
体的にできることを活動の柱としているとのことで、
訪問したこの日は調理活動として、それぞれ包丁を手
に味噌汁作りをしていました。コミュニケーションは通訳介助者がマンツーマン
対応で「触手話」（※1）、「手のひら書き」（※2）で行っていました。
※1「触手話」は話し手が手話を表し、盲ろう者がその手に触れて伝える方法
※2「手のひら書き」は盲ろう者の手のひらに指先等でひらがなやカタカナ、漢字等を書いて言葉を伝える方法

部内打ち合わせ

しが盲ろう者友の会の活動見学を受けて、鑑賞会は盲ろう者が主体的に楽しめる
「触れる作品の作品鑑賞」と「粘土と身近な素材を使用した作品制作」の二部構成
にしました。

（３）鑑賞会実施までの流れ
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広　報

鑑賞会の情報をケアサービス推進課が運営している、滋賀県内の福祉の魅力を発
信するウェブサイト「SHIGA-FUKU」、NO-MAフェイスブックに掲載。　
しが盲ろう者友の会の会員以外にも、興味のある人、一緒に楽しみたい人にも参
加していただけるように情報発信しました。

しが盲ろう者友の会の支援者との打ち合わせ

鑑賞会に向けた事前準備や当日の詳細について検討しました。
盲ろう者へ情報を伝える方法は、話した内容を手話にし、その手話を通訳介助者
が見て盲ろう者に触手話・手のひら書きで伝える2段階方式で行われます。
盲ろう者に一度にたくさんの情報を伝えることは、本人にとっても、通訳介助者
にとってもかなりの負担になります。そのため、事前に「たっち」を訪問し、鑑
賞会について説明することとしました。また、当日の鑑賞会のイメージを持って
もらうため、作品を持参し、実際に触れて鑑賞いただくこととしました。
また当日参加される通訳介助者がスムーズに通訳ができるように事前に出展作家
と作品の情報を伝えることにしました。

鑑賞会チラシの点字版を作成

点字を使う盲ろうの方を対象に、自宅等でも確認できるよう、
点字のチラシを作成しました。

しが盲ろう者友の会支援者と鑑賞会の会場下見

会場内の段差や移動ルートについて、
しが盲ろう友の会の支援者と現地で確認をしました。

鑑賞の内容について事前レクチャー（２回に分けて実施）

「たっち」を訪問し、鑑賞会のスケジュールや内容をお伝えし、実際の作品にも触
っていただきました。点字が読める方には点字チラシもお渡ししました。鑑賞会
の説明を通して通訳に関する以下の配慮事項を確認しました。
・話す人は初めに自分の名前を言う。（見た目や声で判別できないため）
・ゆっくり、長くならないように話す。（2段階で伝えるため）
・手話に置き換えるのが難しい言葉もある。（カタカナ語など）
・たとえ話は混乱する可能性がある。
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（４）鑑賞会の特徴

○点字チラシ
点字を使う盲ろうの方を対象に、自宅等で
も確認できるよう、点字のチラシを作成。

○事前レクチャー（2回に分けて実施）
しが盲ろう者友の会の会員の方を対象に、
事前に鑑賞会のスケジュールや内容を伝え
ました。また、作品にも触れてイメージを
もってもらいました。

○触れる作品
NO-MA企画展「ボーダレス・エリア近江八幡芸術祭『ちかくのたび』」において触れ
る作品を展示している「奥村家住宅」を鑑賞会場にしました。
手で触れて木彫作品を鑑賞していただきました。作品をじっくり鑑賞し、質疑の時間
を確保するため、鑑賞する作品は一人の作者に絞りました。

○伝わりやすい作品解説
学芸員の作品解説は、事前にしが盲ろう者友の会と共有した作者紹介テキストを基に
ゆっくり、簡潔に進めました。
※盲ろう者の通訳は、通訳介助者が手話を見て盲ろう者に触手話・手のひら書きで伝
えるため、内容は短く、わかりやすくしました。

【鑑賞会終了後】
レポートをNO-MAフェイスブックに掲載。
盲ろうの方について広く知っていただけるように、鑑賞会の様子や工夫した特徴など
の情報をレポートという形でNO-MAフェイスブックに掲載しました。

点字のチラシ


